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◆ 全労連　改憲手続き法反対の先頭に立つ
　　緊急の単産代表者会議で決意固める！

全労連は、昨日開催した「憲法闘争に関わる単産代表者会議」で改憲手続き法反対闘争の当面の重点として、①職場内外での大規模な宣伝・署名・学習運動、②３.２、３.２０中央行動の成功をはじめ各地での集会デモ、③地元国会議員をはじめ憲法特別委員への抗議要請行動(訪問・FAX・Mail・決議送付)の強化を確認しました。

同時に、与党が改憲手続き法案について多くの国民がそのねらいや問題点を知らない間に5月3日までの成立で一致するなど、緊迫した情勢のもとで、運動の遅れを打開し、廃案に向けてのたたかいを一気に盛り上げていくために、全労連と産別組織がその先頭にたつことを決意。さっそく、憲法改悪反対共同センターが提起している全国一斉宣伝行動を2月23日(金)夜に新宿駅西口で全労連･単産本部の役職員の参加で行なうことにしました。

今年に入り、全労連は手続き法を含めた憲法学習リーフ８０万、宣伝用のぼり1600本、「職場9条の会」パンフ8万部、宣伝用版下。自治労連はチラシ２０万、ティッシュ80万、生協労連は署名付きチラシ5万を作成するなど、07春闘の中で、憲法改悪・改憲手続き法案反対の課題を正面に据え、貧困と格差是正、賃金底上げ要求を統一的に位置づけ、職場と地域から外に打って出る活動をはじめています。

　23日には新宿西口で全単産本部の役職員を先頭に「改憲に連なる”改憲手続き法”反対2.23緊急街頭宣伝」を実施することにします。
◆当面の中央集会・中央行動に総力を
1、「STOP！改憲手続き法案　3・2大集会」

(1)日時　　　3月2日（金）18：30～　集会後国会請願デモ

(2)場所　　　日比谷野外音楽堂
(3)集会内容　主催者挨拶　高田　健

　　　　　　　国会報告　日本共産党　社会民主党

　　　　　　　スピーチ　要請中

　　　　　　　コント　　偽安倍首相登場（ザ・ニュースペーパー）
(4)呼びかけ　2007年5・3憲法集会実行委員会

（事務局団体）憲法改悪阻止各界連絡会(憲法会議)、「憲法」を愛する女性ネット、憲法を生かす会、市民憲法調査会、女性の憲法年連絡会、平和憲法21世紀の会、平和を実現するキリスト者ネット、許すな！憲法改悪・市民連絡会
※全労連、新婦人、全商連、農民連、民医連などは憲法会議の構成団体として積極的に参加することにしています。　

2、国会前座り込みと議員要請

（1）日時　07年3月20日（火）11：00～13：00

（2）場所　衆議院第二議員会館前

(３) 行動内容

　①議員要請に係わる短時間の意思統一と議員要請　11：00～12：00　 

　　　②　大運動実行委等による定例国会行動に合流　　12：15～13：00

3、改憲手続き法案の阻止をめざす中央集会

（1）日時　　07年3月20日（火）14：00～16：00

（2）場所　　憲政記念館（地図参照）　千代田区永田町1－1－1

（3）規模　　500人（全都道府県からの参加を！）

（4）内容　　 ・主催者挨拶　・国会報告　・連帯あいさつ

　　　　　　　・自由法曹団特別報告　・会場発言　・行動提起
（5）主催　　 憲法改悪反対共同センター、国民大運動実行委員会の共催

4、憲法改悪のための国民投票法案を許すな！米軍・自衛隊はイラクから撤退せよ！米軍基地再編・強化反対　3・20中央集会

（1）日時　　07年3月20日18：30～　集会後デモ

（2）場所　　日比谷野外音楽堂

（3）規模　　5000人（首都圏中心に結集をめざしています）

（4）主催　　3・20中央集会実行委員会。

憲法改悪反対共同センターと国民大運動実行委員会は協賛です。
◆ 東京共同センター　「９の日宣伝」に１１団体３５人―改憲問題への関心高まるー
　最初に署名のテーブルに足を運んでくれたのは年輩の夫婦連れ。まず奥さんが署名をして、後ろに待っていたご主人に、「お父さん、家で文句ばっかり言ってないでこういうところで協力しなければだめよ」とご主人に署名を勧めました。

ある男性は、憲法を変えようとしていることに怒り心頭で、「家族の分も名前を書いていいか」と聞き、安倍首相に対する怒り、格差社会がすすんでいることへの不満と怒りを語っていきました。老婦人は、「私の近所の４０代、５０代の戦争を知らない世代の女性たちは、憲法改正に賛成と言っているので心配です。無言館や沖縄へ行けば戦争の悲惨さが分かるのに・・・。なぜ賛成かと聞くと『北朝鮮の武力が心配だから』と言いますが、それで日本が憲法を『改正』してはまずいと思っています」と署名をしていきました。

　この日は、ビラをまいている人、署名の画板を持ち呼びかけている人に通行人が歩み寄り話しかけてくる光景が随所で見られました。

　その中には、修学旅行に来た高校生のグループ、和服を着込んだ女性、まだ働き盛りの男性など年齢層はまちまちでしたが、憲法問題への関心が着実に広がってきていることを実感させてくれました。憲法・国民投票法案チラシ約５００枚を配布、憲法署名４２筆、国民投票法署名３９筆が集まりました。

　短信･ホットライン　
■ 韓国の大学副教授が共同センターを訪問・・世界から注目される日本の改憲反対運動・・
　韓国放送通信大学校の日本学科副助教授の方が日本の憲法改悪反対運動の組織と実態について聞き取り調査のために14日午前、全労連本部を訪問しました。開口一番、「日本の数あるホームページを検索して見ているが、共同センターの情報が最も有益だと判断し、日本の改憲反対運動の実際を知りたくて来ました」。日本滞在6年、東大修士課程修了の彼女は、日本学科の副教授で社会学博士の肩書きを保持つだけに日本の政治･経済･歴史にも詳しい。

韓国内のマスコミ報道が、安倍首相の登場と5年以内の改憲発言、日本国内の世論調査で改憲を支持する人が6割を超えていること、改憲勢力が国会の絶対多数を占めていることなどを理由に、すぐにでも改憲が実現するのではないかとの論調が目立つ。多く国民もそう思わされているし、日本が戦前のようになるまのではないかと心配している。その中で日本の実際の改憲反対の運動はどうなっているのか、改憲を止めるためにどんな運動をしているのか、いろんな運動体があるようだが、どのようにまとまるのか、「九条の会」が急速に広がっているが、直接的な運動はしないのか、本当に改憲を阻止することが出来るのか、など、2時間にわたる矢継ぎ早の質問が浴びせられました。最後に彼女いわく、「調査をもとに論文を書き本にもしたい」と。　
■　全国革新懇　新しい「憲法のぼり」ができました。自宅玄関前に、街頭に、集会に、はためかせましょう

  「憲法改悪反対」の一点で国民的共同を広げる運動の一大飛躍が強く求められています。改憲手続き法案も「九条守れ」の声で包囲することが大事です。
新しい憲法のぼりは淡いピンクの地に紺色の文字が映えます。左上に平和の象徴ハトのマークをあしらい、大・小のスローガンはどこでも目立ちます。

のぼりの下、四角い白抜きのスペースにはそれぞれの革新懇・団体名が書き込めます。高さ１・５㍍、幅４５㌢。おおいにご活用ください。
・1～4枚　1枚1200百円（送料込み）

・5～9枚　1枚1000円（送料込み）

・10枚以上　1枚900円（送料込み）
【申込先】 全国革新懇 〒１６０―０００４ 東京都新宿区四谷3―8 三橋ビル５Ｆ
          ＴＥＬ03-3357-5515　ＦＡＸ03-5363-8965

【申込方法】 希望する団体は、「団体名」「担当者」「注文数」「発送先住所」「電話・FAX」を記入しFAXにて全国革新懇に直接申し込んでください。
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